
愛荘町立秦荘中学校柔道部事件～最高裁への挑戦～ 	
 

 
～最高裁判所の国家賠償法の解釈についての問題点～	
 

	
 平成２１年７月，柔道部の練習中に村川康嗣君（中１）が亡くなりました。康嗣

君は，顧問教諭により過酷な練習を課され，見るからにフラフラで声も出ない状態

でしたが「声を出していない」という理由で康嗣君一人だけが残されて上級生に投

げ続けられ，ついには顧問自らが思い切り投げ飛ばしたことにより，頭蓋内を損傷

しその生命を断たれました。  
	
 大津地裁は顧問の過失を認めました。しかし，国家賠償法の従来からの判例解

釈により，公共団体（愛荘町）のみが責任を負うので「公務員個人は被害者に

対して民事責任を負わない」と判断しました。大阪高裁も同様の判決を下し，現

在最高裁判所に上告をしています。  
「リンチ」に値する練習を課しても，何をしても「公

務員である」という理由で , 民事上の責任が免れても
いいのでしょうか？他方，私立学校で同様の事件が起

きた場合，加害教諭個人は当然に民事責任を負います。

しかし，最高裁はこれまで，このような不平等な扱い

をすることについて、これまで何ら合理的な根拠を示

していないのです！！  
	
 本集会は，判例解釈の不合理性を訴え，最高裁に合

理的な理由のある判決を求めるための集会です！！  
皆様、是非ふるってご参加ください！！	
 

	
 

◆日時：平成２６年７月２７日（日） 	
 １３：３０ 	
 ～ 	
 １６：３０ 	
 	
 

終了後、懇親会（参加費別途）も開催予定です。  

◇場所：文京区民センター３‐Ａ会議室 	
 （文京区本郷４‐５‐１４） 	
 

◆記念講演：	
 

内田	
 良	
 名古屋大学大学院教育発達科学研究科准教授	
 

南部	
 さおり	
 横浜市立大学医学部医学科准教授	
 

★康嗣君の母親の村川弘美他，学校事故事件の遺族も訴えを行います！	
 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝参加申込書＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

FAX	
 078‐917‐7884	
 わたなべ法律事務所 	
 弁護士 	
 渡部 	
 吉泰 	
 宛  

集会： 	
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 懇親会： 	
 	
 	
 ご出席 	
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※ 	
 shukai20140727@gmail.com	
 でも、お申し込みを受け付けています。 	
 

村川康嗣君  

中学校入学のお祝いの席で  


